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今
月
は
、
多
く
の
名
所
、
旧

跡
を
有
し
、
地
域
を
挙
げ
て
安

心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
る
嵐
山
東
学

区
を
紹
介
し
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

嵐
山
東
学
区
は
、
昭
和
49
年
、

松
尾
学
区
か
ら
分
離
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
松ま

つ
の
お
た
い
し
ゃ

尾
大
社
を
は
じ

め
と
す
る
名
所
、
旧
跡
が
点
在

し
、
名
勝
嵐
山
な
ど
の
自
然
に

恵
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。

　

学
区
で
は
、
安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
様
々
な

取
組
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

昨
年
に
は
、
学
区
内
の
す
べ
て

の
自
治
会
で
、
消
火
訓
練
な
ど

の
防
災
に
関
す
る
取
組
を
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
学
区

全
体
の
防
災
訓
練
に
お
い
て
、

訓
練
に
参
加
す
る
前
に
各
自
で

非
常
用
持
出
し
袋
を
用
意
し
て

も
ら
う
な
ど
、
各
家
庭
で
の
防

災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
工
夫

を
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

平
成
21
年
５
月
に
は
、
自
治

連
合
会
や
各
種
団
体
間
の
連
携

を
目
的
に
「
嵐
山
東
安
心
・
安

全
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

を
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

学
区
内
で
安
心
・
安
全
を
脅
か

す
事
態
が
発
生
し
た
際
に
、
速

や
か
に
団
体
間
で
情
報
を
共
有

す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
学
区
で
は
、
年
間
を

通
し
て
多
彩
な
行
事
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
毎
年
５
月
に
は
、

松
尾
大
社
の
還か

ん
こ
う
さ
い

幸
祭
の
日
に
合

わ
せ
、
「
子
ど
も
神み

こ

し輿
」
を
巡

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
趣
向
を
凝

ら
し
た
神
輿
を
各
自
治
会
で
協

力
し
て
担
が
れ
る
こ
と
で
、
年

度
始
め
か
ら
地
域
が
結
束
で
き

る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
７
月
に
は
、
自
治
連
合

会
と
各
種
団
体
が
協
力
し
て
、

「
嵐
山
東
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
」

を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
模
擬

店
の
出
店
や
小
学
生
に
よ
る
太

鼓
の
演
奏
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
、

昨
年
は
約
２
，
０
０
０
名
も
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

嵐
山
東
学
区
の
河
原
裕
自
治

連
合
会
会
長
は
、
「
学
区
で
は
、

昨
年
に
全
自
治
会
で
防
災
に
関

す
る
取
組
を
実
現
す
る
な
ど
、

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
今
年
は
、

災
害
が
現
実
に
な
っ
た
と
き
に

ベ
ス
ト
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
、

学
区
の
防
災
訓
練
を
よ
り
実
践

的
な
内
容
と
す
る
な
ど
、
さ
ら

に
取
組
を
発
展
さ
せ
て
い
く
。

　

自
治
会
の
加
入
率
が
伸
び
悩

ん
で
い
る
が
、
こ
う
し
た
安

心
・
安
全
の
取
組
な
ど
に
、

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ
と
が

地
域
全
体
に
安
心
感
を
与
え
、

住
民
の
自
治
会
へ
の
加
入
や
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
促
す

こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
様
々
な

活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き

た
い
。
」
と
、
熱
意
を
込
め
て

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

<嵐山東学区>
⑰

3,145
7,389

（平成24年7月1日現在）

　心肺蘇生法やＡＥＤの使用方

法などを学んでいただきます。

いざというときに大切な命を救

うため、ぜひ受講してください。

日時　９月９日（日）
　　　午前９時30分

～午後０時30分

場所　西京消防署３階講堂
定員　先着30名
費用　無料
申込み・問合せ
　西京消防署

　警防課救急係

　（☎392・6071）

　河川や用水路は、降雨時には雨水

を下流へ流し、浸水被害を未然に防

ぐ重要な役割を果たしています。し

かし、ごみを投棄されると、河川や

用水路の流れが阻害され、浸水被害

を引き起こす原因となります。

　ごみの不法投棄を行わないことは

もちろん、現場を目撃された場合は、

西京警察署（☎391・0110）まで通報

してください。地域一体となって不

法投棄を防止し、安心・安全で美し

いまちづくりを進めましょう。
　緑豊かな河川の環境を守

るため、７月21日、「洛西の

河川を美しくする会」と

「なんきんはぜの会」が

連携し、洛西地域を流

れる小畑川等の美化活

動を実施されました。

　当日は、200名を超え

る方が参加され、多く

のゴミを集められるな

どの取組を行われました。

皆さんも河川の美化推進に

ご協力をお願いします。

◎命を救うために！
　～普通救命講習を開催～

防災訓練

ごみで用水路の流れが阻害されている様子

応急給水訓練

子ども神
み こ し

輿

　暮らしに

身近なごみ

問題を見つ

め直し、ご

み出しマナーの向上やごみの減量に取

り組むきっかけとしていただくため、

ごみ処理施設の見学会を開催します。

ぜひご応募ください。

日　時　９月 17 日（月・祝）
　　　　午前８時 30 分～正午

集合場所　阪急桂駅東口
行き先　エコランド音

おとわ

羽の杜
もり

対　象　小学生以上の区内在住
　　　　の方

　　　　（小学生は保護者同伴）

参加費　無料

定　員　先着 30 名
申�込み　８月 18 日（土）から９月２日
（日）の間に、電話、ＦＡＸ、インター

ネットのいずれかで、京都いつでもコー
ル（☎661･3755、ＦＡＸ661･5855）へ。
※�　ＦＡＸの場合は、「西京区民エコバ

スツアー参加希望」と明記のうえ、

郵便番号、住所、氏名、年齢、電話

番号を記入。

※　インターネットの場合

　

問合せ　西京エコまちステーション
（☎ 366･0192）

　　　　洛西エコまちステーション

（☎ 366･0194）

　「社会を明るくする運動」

は、地域の方々をはじめ、

警察や行政が力を合わせ、

犯罪や非行のない社会を目

指して取り組んでいる全国

的な運動で、今年で 62 回

目を迎えます。

　７月には、西京区推進委

員会の皆さんが、阪急桂駅

をはじめとする各駅や区内

の中学校の周辺で啓発活動

を実施されました。

８
月
31
日
（
金
）
は
、

市
・
府
民
税
第
２
期
分
の
納
期
限
で
す

○
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

○
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

区
役
所
市
民
税
課
（
☎
381
・
７
２
４
９
）

　
　
　
　

支
所
課
税
課
（
☎
332
・
９
１
６
９
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
い
方
に
つ

い
て
親
子
で
考
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
「
風ふ

う

力
り
ょ
く

車カ
ー

」

の
工
作
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
旬

の
食
材
を
学
ぶ
ゲ
ー
ム
も
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

地
元
農
家
の
方
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
大
根
、
水
菜
な
ど

の
秋
冬
野
菜
を
栽
培
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
収
穫
し
た
野
菜
を

使
っ
た
料
理
講
習
会
も
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
間　

９
月
７
日(

金)

～

　

平
成
25
年
３
月
29
日(

金)

　

※�　

講
習
会
は
毎
月
１
～
２

回
、
原
則
、
水
曜
日
に
実
施

場
所　

大
原
野
南
春
日
町
の
農
地

　

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

７
月
２
日
に
、
西
京

自
衛
消
防
隊
連
絡
協
議

会
議
長
の
古
川
隆
三
氏

が
、
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
永
年
に
わ

た
り
、
火
災
予
防
活
動

や
火
災
予
防
思
想
の
普

及
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
て
き
た
ご
功
績
が
、

高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

７
月
１
日
に
、
第
36
回
西

京
区
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
と

第
10
回
西
京
区
民
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
祭
が
、
ハ
ン
ナ

リ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
と
市
民
ス

　

７
月
７
日
に
亀
岡
市
で
開
催
さ

れ
た
「
七
夕
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
」

に
、
桂
坂
学
区
の
「
シ
ル
フ
ィ
ー

ド
合
唱
団
」
と
「
シ
ル
フ
ィ
ー
ド

室
内
楽
団
」
が
出
演
し
、
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
観
客
を
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

国
道
９
号
の
千
代
原
口
交
差
点
の
混
雑

を
和
ら
げ
る
た
め
、
中
央
の
２
車
線
を
地

下
に
通
す
事
業
で
、
平
成
24
年
度
内
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
工
事
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ　

　

京
都
国
道
事
務
所
（
☎
351
・
３
３
０
０
）

　

京
都
国
道
事
務
所
南
丹
国
道
出
張
所

（
☎
313
・
０
０
０
９
）

　

西
京
区
で
は
、
安
心
で
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

区
の
重
点
取
組
に
位
置
付
け
、

様
々
な
取
組
を
、
自
治
連
合

会
や
各
種
団
体
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
等
と
連
携
し
て
進
め
て

い
ま
す
。

　

７
月
３
日
に
は
、
西
京
区

生
活
安
全
推
進
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
各
学
区
・
地

　

区
民
の
皆
様
に
認

知
症
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く

た

め
、
「

第

４

回

西

京
区
認
知
症
区
民
公

開
講
座
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時

　

９
月
１
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時

場
所

　

�

西
文
化
会
館
ウ
エ

ス
テ
ィ　

ホ
ー
ル

内
容　

　

◆�

講
演
「
認
知
症

の
治
療
薬
と
支

援
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
」

秋
冬
の
野
菜
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
　  

　
　

ふ
れ
あ
い
体
験
農
場

参
加
者
募
集

日
時　

９
月
８
日
（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

場
所　

桂
小
学
校
体
育
館

対
象　

�

４
歳
か
ら
小
学
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

定
員　

30
組

　
　
　

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　

※�　
参
加
者
に
は
参
加
票
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
当
日

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申�
込
み　

８
月
23
日
（
木
）
ま

で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
い
ず
れ
か

で
、
京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル

（
☎
661
・
３
７
５
５
、
F
A
X
 

661
・
５
８
５
５
）
へ
。

　

※�　

Ｆ

Ａ
Ｘ

の

場

合

は
、

「
環
境
工
作
教
室
参
加
」

と
明
記
の
う
え
、
全
員
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
電
話
番

号
、
子
ど
も
の
年
齢
又
は

学
年
を
記
入
。

　

※　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

問�

合
せ　

　

区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

（
☎
381
・
７
１
９
７
）

　

※�　

問
合
せ
先
で
の
申
込

み
・
受
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

検
索

京
都
い
つ
で
も
コ
ー
ル

検索京都いつでもコール

親子環境工作教室

風力で動く車を
作ってみよう！

西京区長
服部順之

認知症区民公開講座を開催社会を
明るくする運動

亀岡市との住民交流

　

◆�

講
師　

　
　

首
都
大
学
東
京

　
　

健
康
福
祉
学
部
教
授

　
　

繁
田
雅
弘
氏

定
員　

先
着
400
名

※�　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

　

西
京
区
認
知
症
地
域
ケ
ア

　

協
議
会
事
務
局

（
☎
393
・
５
７
３
３
）

西文化会館ウエスティ

千代原口（73系統）

千代原口
（29,69系統）

平和台町
（73系統）

バス

バス

バス

国
道
９
号

千代原口

上
下
水
道
局
西
京
区
役
所

西京区民ごみ減量エコバスツアー 参加者募集！

河川・用水路への
不法投棄は犯罪です！

西
京
区
生
活
安
全
推
進

協
議
会
総
会
を
開
催

～
水
道
管
破
損
事
故
の

経
験
を
生
か
し
て
～

洛
西
管
内
自
治
連
合
会
長
・

自
主
防
災
会
長
会
議
を
開
催

区
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

区
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

「
七
夕
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
参
加

区
版「
に
し
き
ょ
う
」は
、

  

今
月
号
で
第
200
号
に

な
り
ま
し
た
！

安
全
功
労
者

　

内
閣
総
理
大
臣

表
彰
の
ご
受
賞

お
め
で
と
うござ

い
ま
す

京
都
西
立
体
交
差
事
業
に
よ
る

交
通
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

募
集
人
員　

40
名

(

多
数
の
場
合
は
抽
選)

申
込
み
・
問
合
せ

　

�

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
電
話

番

号

を

記

入

の

う

え
、

〒
615-

０
０
３
２ 

右
京
区

西
院
西
高
田
町
６-

１　

　

�

西
部
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
321
・
０
５
５
１
）
へ
。

８
月
24
日
（
金
）
必
着
。

域
の
自
治
連
合
会
や
交
通
安

全
推
進
会
に
よ
る
活
動
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

西
京
警
察
署
か
ら
、
最
近
の

犯
罪
情
勢
や
防
犯
カ
メ
ラ
の

効
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、

今
後
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
各
団
体

に
お
い
て
取
組
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
に
、
「
洛
西
管
内

自
治
連
合
会
長
・
自
主
防
災

会
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
の
６

月
20
日
に
発
生
し
た
水
道
管

破
損
事
故
を
き
っ
か
け
に
、

各
学
区
・
地
域
の
連
携
及
び

情
報
の
共
有
化
を
進
め
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

今
回
で
３
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

会
議
後
に
は
、
給
水
車
等

を
使
用
し
た
断
水
時
の
応
急

給
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ポ
ー
ツ
会
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
祭
に
は
、
亀
岡
市

か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

優
秀
チ
ー
ム

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

桂
東
Ｂ　

桂
徳
Ｂ　

川
岡
Ａ

　

川
岡
Ｂ　

川
岡
東
Ａ　

樫
原
Ａ

　

樫
原
Ｂ　

桂
坂
Ｂ　

竹
の
里

◇
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

桂
東
Ａ　

樫
原
Ａ　

樫
原
Ｂ

　

松
陽
Ａ　

松
陽
Ｂ　

大
枝
Ａ

　

桂
坂
Ａ　

桂
坂
Ｂ　

新
林
Ａ

　

新
林
Ｂ　

竹
の
里
Ｂ　

亀
岡
Ａ

スーパー スーパー

西京警察署

×
××

×

上り線
(西京極方面行き)

下り線
(亀岡方面行き)

千代原口交差点

物
集
女
街
道

下り線の車線の中央で
擁壁を施工中です。
よう へき

右折
不可

右折
不可

車線変更
不可車線変更

不可

N 7月末現在

×
×

×
×

×
×

×
×

上り線
(西京極方面行き)

下り線
(亀岡方面行き)

物
集
女
街
道

上り線の車線の中央で
擁壁を施工します。
よう へき

上り線の車線の中央で
擁壁を施工します。
よう へき

上下線とも
右折・車線変更
不可

N

千代原口交差点

8月上旬以降10月以降

スーパー スーパー

西京警察署
上下線とも
右折・車線変更
不可

　

市
民
し
ん
ぶ
ん
西
京
区
版
「
に

し
き
ょ
う
」
は
、
西
京
区
が
誕
生

し
て
20
周
年
を
迎
え
た
平
成
８
年

に
刊
行
さ
れ
、
今
月
号
で
第
200
号

に
な
り
ま
す
。
皆
様
に
は
い
つ
も

ご
愛
読
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

創
刊
以
来
、
「
区
の
個
性
を
生

か
し
、
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を

お
届
け
す
る
」
、
「
区
民
の
皆
様
と

区
役
所
・
支
所
を
結
ぶ
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
紙
の
役
割
を
果
た

す
」
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

紙
面
づ
く
り
を
続
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、
多
く
の
区
民
の
皆

様
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
、
魅
力

あ
る
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

～きれいな水辺をいつまでも～
河川の美化活動を実施

AED
自動体外式除細動器

HEARTSTART

安
心
・
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

※上記の図はイメージです。実際の交通規制に従って走行してください。


